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グローバルCOEプログラムについて 講演要旨

　「グローバルCOEプログラム」とは、世界最高水準の研究基盤のもとで、世界をリードする創造的な人材育成のための

教育研究拠点形成を支援する、文部科学省の事業です。鳥取大学では、平成19年度に「乾燥地科学拠点の世界展開」、そ

して平成20年度に「持続性社会構築に向けた菌類きのこ資源活用」と、２件ものプログラムが採択されています。

鳥取大学グローバルCOEプログラム「持続性社会構築に向けた菌類きのこ資源活用」

■ プログラムの概要

　鳥取大学大学院連合農学研究科（博士課程）が中心となり、大学院工学研究科・大学院医学系研究科とも連携を図り

ながら、菌類きのこ資源科学についての幅広い教育研究を行っています。

　鳥取大学農学部は、学部から大学院修士課程までの教育コースに植物菌類資源科学コースを設置し、さらに大学院博

士課程（連合農学研究科）では国際的に活躍できる人材を育成するために海外実習を設けるなど、菌類きのこに関する、

体系的な特色のある教育を行っています。

　拠点の中核となっている「農学部附属菌類きのこ遺伝資源

研究センター（FMRC）」は、国内唯一の菌類きのこに関する

教育研究組織であり、「（財）日本きのこセンター菌蕈（きんじ

ん）研究所」から分譲された菌類きのこ遺伝資源を核に、約

1,300種13,000株を保有しています。

　本プログラムでは、これらの遺伝資源を活用するとともに、

海外の拠点や協力機関とのネットワークの形成により、さら

なる遺伝資源の発掘と活用、情報交換や人材育成の充実を

図っています。そのために、海外での調査・研究に博士課程学

生を派遣して経験を積ませるとともに、学術交流の発展を図

ることを特色としています。

■ 特　色

●専攻等名　　   連合農学研究科生物環境科学専攻、工学研究科化学・生物応用工学専攻

●拠点リーダー　前川二太郎

●事業推進担当者

  〈基盤研究グループ〉　児玉基一朗、前川二太郎、伊藤真一、難波栄二、松本晃幸、中桐　昭

  〈活用研究グループ〉　中島廣光、會見忠則、河田康志、久留一郎、尾谷　浩、簗瀬英司、荒瀬　榮、井藤和人

■ 実施体制

http://rendai.muses.tottori-u.ac.jp/Japanese_data/gcoe/index.html

菌類きのこ遺伝資源の
探索・同定能力を有する人材

アジア・中南米での発掘

遺伝資源の蓄積
利用技術の開発

機能情報の集積
同定システム開発

遺伝資源バンク

菌類きのこ遺伝資源の
発掘・利用能力を有する人材

遺
伝
資
源
の
利
用

「環境保全」「食料生産」「健康増進」
への貢献による

持続性ある生存環境社会の構築

成果の普及と実用化成果の普及と実用化成果の普及と実用化

クロマツと一緒に生活するきのこ「ショウロ」の栽培

鳥取大学大学院連合農学研究科・農学部附属菌類きのこ遺伝資源研究センター　准教授

霜　村　典　宏 （しもむら　のりひろ）

海岸のクロマツ林では、アミタケ、ハツタケ、ヌメリイグ

チ、シモコシ、ショウロなどの食用きのこが発生します。それ

は、これらのきのこがクロマツの根に外生菌根（根の細胞と

細胞の間に菌糸を張り巡らし、さらに外側を菌糸の塊で

覆った構造体）と呼ばれる特殊な構造をつくりクロマツと一

緒に生活（共生）しているからです。

中でもショウロは、クロマツ林の分布に伴って広く分布し

ていますが、その発生量は減少し、今では大変珍しいきのこ

となっています。このきのこは、特有の風味と食感があるこ

とから高級食材として料亭などに出荷されている食用きの

こです。ですから、安定的に、安価に供給されることが望ま

れています。

今日まで、鳥取県との共同で、この「ショウロ」に関する研

究を行ってきました。クロマツに、効率よくかつ安価にショ

ウロ菌を感染させる「新たな感染技術」を開発し、外生菌

根がもっている働きを活用し、クロマツが乾燥していても育

つという特性を、より強くすることを目指しました。さらに、

ショウロはクロマツと共生しないときのこを形成しないの

で、人工的にショウロ菌を共生させた苗木を用いる、きのこ

の人工栽培を目指しました。

まずは、ショウロ菌はどのようにしてマツに感染するのか

を調べるため、根系のみを他の微生物が存在しない条件で

育て、そこに、ショウロ菌を接種して感染するかどうかを調

査しました。その結果、接種後わずか２週間ではっきりと菌

根ができはじめ、さらにその後、多くの菌根が形成された

「有望な」菌株を選抜しました。

次に、ショウロ菌を培養して育成した菌糸の集合体を、ク

ロマツの若い苗木に接種する方法の開発に取り組みまし

た。特に、ショウロ菌糸の集合体を、菌糸が生きたままミキ

サーで粉砕して接種する方法について検討した結果、ある

特定の溶液の中で粉砕すると、感染力が保持されることが

わかりました。また、この液を土壌中のクロマツの根の部分

に注入することで、感染が大きく促進されることがわかりま

した。さらに、ショウロ菌を感染させた苗木と未感染の苗木

を一緒に育てているプランターにこの液を与えて、菌根形成

やきのこ形成に及ぼす影響について調査したところ、接種

回数を増やすと菌根数が増え、また、接種後３、４ヶ月後に

はきのこを形成することがわかりました。

以上のことから、こ

の方法は、菌根形成

だけでなくきのこ形成

にも促進効果がある

ことがわかりました。

今後、この方法を利用

したショウロの人工栽

培技術の開発を、引き

続き進めていきたい

と考えています。

鳥取市生まれ。専門は「きのこの品種開
発と栽培」。「きのこ類の人工栽培とそ
の有効利用」で社会貢献を目指していま
す。

霜村  典宏（しもむら　のりひろ）

P R O F I L E

ショウロ

ショウロ菌を感染させたクロマツの根




